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技術報告
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タイベック⑧資材を利用したブドウの高品質果実生産技術開発の試み

黒j畢{変*・羽生剛・小西剛・野中勝利・楠見浩二・松田大・北

京都大学大学院農学研究科的罵農場(〒 569網 0096 高撮市八了畷町 12-0

Development of high-quality fruIt production techniques by using Tyvek⑧ 

materials in grapes 
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緒言

マルチング資材であるタイベツクシート(テ。ユポン

TMタイベツク町は，主に光反射，透湿性，通気性，耐

水性等の機能に加え，遮熱性，遮光性，保温性(夜間)， 

幼虫性の効果も持ち合わせる農業資材であり， ミカン

栽培では果実品質向上を日的として全国的に広く利用

されている. タイベツクシートの落葉果樹類での利用

はあまり進んではいないが，その特性から，この資材

をブドウに利用することで光合成量の増加による糖度

の上昇，反射光および樹冠での温度環境の改善による

着色促進効果が期待できる.

現在，本農場では‘区!峰'の無核短梢栽培を行って

いるが，短梢算定では強認定により栄養成長が盛んに

なるため着色・成熟の生殖成長が抑制され，また無核栽

壌は有核栽培に比べ低糖度，着色不良等の果実の品質

{配下が問題となる. したがって，現状では高品質ブド

ウの生産が困難であり，その改善が急務である そこ

で本農場では，昨年よりこのタイベツクシートおよび

タイベツクシートと|可じ材質で作られたぶどう傘を用

いてブドウの果実品質改善を試みている(黒津ら 2009). 

昨年度の結果では，タイベツクシートと同素材のブド

ウ傘を併用した場合に，糖度上昇と着急の改善が見ら
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れたものの，使用したシートが透水性のものだ、ったた

め，光合成量の増加による糖度の上昇が期待できるが，

土壌水分ストレスが不十分で、あるため降雨後マルチの

下では土壌水分が保たれ，着色には悪影響を及ぼすこ

とが示唆された.そこで本年は，非i垂水性のタイベツ

クシートと同素材のブドウ傘の併用がブドウの果実品

質に及ぼす影響について諮査した.

材料および方法

本農場植栽の 9年生‘巨蜂， (短梢一文字仕立て無核

栽培)2謝を供試した実験区は①傘+マルチ区(主枝

l本，樹冠下に除草剤散布後非透水性のタイベツク

シートでマルチングしタイベック素材の傘を使用した

霞)，②マルチ単独区(主枝 l本，向じく非透水性のタ

イベツクシートでマルチングし慣行栽培で用いてい

る防烏・雨よけと遮光効果のある白色のビニール傘を

併用した区)および③対照区(I樹，慣行栽培:[.坊烏・

遮光効果のある白色のビニール傘を併用した草生栽培

区)の 3区を設けた. 7月7日にマルチを設霞し， 7月

8日に傘かけを行った(本年の果実軟化開始は 7月 15

1:1，藩色開始は 7月 18日であった). 8月初日に各処

理区 5果房を収穫し来展当り 10果粒について果実縦
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径・横径，果粒重，精度をiJ!U定 し 果 皮 色 は カラー

チャートにより評価したー

結果および考察

果粒縦径，果粒横径，果粒:市c.カラーチャート値につ

いては，五if.+マルチi豆あるいはマルチ単独区と対照区

との開に有意な差は見られなかったが. î~ji"皮について

は.傘+マルチ区で右72tに高かった(表1) マルチiド

独区では糖度に関して対照区と有志差がみられなかっ

たことから，精度の|二昇にはマルチに加え傘の併用が

必要であると忠われた.通常，マルチのみの使用でも

反射光の利用による光合成の促進，降雨カットによる

水分ストレスの l二一昇などにより糖度の卜ー昇が期待で、き

るが，今回マルチだけでは糖度が卜.がらず，余との併

用によってのみ糖度が上昇した この原 [~J は不明であ

るが， これらの結果はH下年)支の結果(黒i宰ら 2009) と

同様の傾向であり，マルチと傘の1J1:f日により新!支を安

定して高められることが示された 一方で，若色に閲

しては，昨年の実験において対照区よりもやや低い傾

向がみられたマルチ十五件[Rも本年は対照[3:とほほ'[iiJじ

111'(を示し非透水性シートの使用により若色の改去が

見られた.本年の結果を昨年度の結果と比較すると，

精度， カラーチャート1jl'[ともに1I'i:::f1三の1Ii'[ (17.0 Brix%. 

6.9) を大幅に干r'，仮!っており. ~l:透水性シートによって

より高品質の果房が生産で、きる可能性が示唆された.

また，タr:+マルチ区では成熟が早まる傾向がみられ

た.本Jl!l#h内で、フ、、ドウと!日JtJit'ニタイベツクシートを長

期[Hj敷設して栽培しているモモ，カキでもタイベツク

シートを長期間使用することで収穫期が通常の露地栽

与台のものより早まる{頃向カfあることから，マルチ{史J1J

により成熟が早まる可能性が示唆された.

以 j'，の結果から. ~h垂水性のタイベツクシートと[i1J

素材の傘を使用した場合，高品質*房を生産できるこ

とが示された.一方で，収穫期が早まることも示唆さ

れたことから，収穫のタイミングを逸しないことが主

要であると忠われた.また，収穫期が早まるというこ

とは. [坊除薬剤jの使用にも考慮すべきであると考えら

れる.

摘要

マルチング資材であるタイベツクシートは， ミカン

栽培では果実品質向卜a を目的として全国的に広く利用

されているが，落葉果樹類での利用はあまり進んでい

ない.しかしその特性からブドウ，カキ等の落葉果

樹でもこの資材を利用することでうも合成最の増加によ

る糖度の k昇，反射光および樹冠下の温度環境の改善

による若色促進効果が期待で、きると考えられる.そこ

で本研究では，タイベック素材のjE業資材(タイベツク

シートおよび同素材で作られたブドウ傘)を用いたブ

ドウの高品質果実生産技術の開発を試みた.その結果

非j垂水性タイベツクシートとタイベック傘の併用によ

り精度が上昇することが明らかとなった. また，これ

らの併用により収穫期が促進されることも示唆された.

これらの結果から，タイベック素材の民業資材を利用

することで出品質果実生産が可能で、あり， しかも現在

よりもiJ吋抑制羽を早めることができる可能性が示i唆さ

れた.

キーワード:タイベック '1' マルチング，出品質果実生

産技術，ブドウ
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表 1. ~I'透水性のタイベツクシート及び|司素材の余が‘巨昨の:!l~尖品質に及lます)iI~特

処理区
井~:f立主 来粒縦fで 井Hir:仏げま 私11[支

カラーチャート 1i[[
(g) (mm) (mm) (Brix%) 

傘+マルチ区 1l.611.Sい 27.811.S. 25.5n.s. 19.6 b 8.711.S 

マルチI玄 11.511.S. 27.811.S 25.2n.s 18.5 a 8.6n.s 

対 m~区 Il.l 11.5 27.9n.5 25.0n.5 18.9 a 8.711.S 

1) 異なる文字IiIJはTukeyの多量比絞検定 (5%)で有志差あり n.sは有;む;差なし.
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